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◇�意見はかならず個人的（individual）であり、利益はかならず集団的である。
自分の利益には直接かかわらないが、みんなが意見をもって解決しようと
しなければどうにもならない問題があるときには、利益とは別の回路、お
そらく想像力の回路をつくらないといけない。「想像力」とは、存在して
いないものを存在させる能力であるが、これがいま機能不全に陥っている。
なぜなら、自分の行為が自分の想像力を超える範囲に簡単におよぶように
なったからである。まともな想像力を維持することがかなりむずかしい状
況になっているにもかかわらず、想像力をさらに働かさなければいけない
状況になっている。

◇�もっともだいじなのは〈時間〉である。人間にはとにかく暇が必要だ。暇
であることは自由であること。暇な時間はなんとしてもつくらなければい
けないし、とにかく時間をつくることで、日本の未来を左右するほとんど
の問題が解決する 。これは、環境問題においてもだいじなことだ。

◇�議論のなかで多様な概念が出てきた。環境問題という具体的な問題を考え
るときも、人は概念をつかわざるをえない。哲学は概念をつくったり扱っ
たりする学問だが、こういった議論には哲学的な思考能力が必要だと実感
した。哲学の分野でしなければならないこと、できることがあるのだと思う。

講評

國分 功一郎
高崎経済大学経済学部 准教授
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　地球研では、それぞれの研究プロジェクトが、それぞれが対象にする環境
問題に取り組んでいる。プロジェクトが始動するときにはまず、今日の議論
のプロセスように、分野の異なる人たちや NGO 関係者など、いろんな人と
話しながら、共通のことばを紡いでゆかなければいけない。それは國分さん

のいうところの哲学ではないか。

窪田 順平
総合地球環境学研究所 副所長
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